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中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

県
商
工
会
連
合
会「
令
和
３
年
度
通
常
総
会
」開
催

県
商
工
会
連
合
会「
令
和
３
年
度
通
常
総
会
」開
催

  
新
会
長
に
宮
本
光
明
氏
　

  

副
会
長
に
串
田
伸
男
、坂
井
穂
悦
の
両
氏
を
選
任

　
５
月
25
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
県
下
12
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
県
商
工
会
連
合
会
長
と
し
て
宮
本
光
明
氏
（
富
山

市
八
尾
山
田
商
工
会
）、
副
会
長
に
、
串
田
伸
男
（
射
水
市
商
工
会
）、
坂
井
穂
悦
（
上
市
町
商
工

会
）
の
両
氏
を
選
任
し
た
。
任
期
は
３
年
間
。

副会長
坂 井  穂 悦 氏
（上市町・ ）

副会長
串 田   伸 男 氏
（射水市・ ）

会　長
宮 本   光 明 氏

（富山市八尾山田・ ）
　

開
会
に
あ
た
り
石
澤
会
長
は
、

「
国
や
富
山
県
の
商
工
業
施
策
に

呼
応
し
、
事
業
承
継
や
農
商
工
連

携
等
に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
商
工
会
自
ら
の
組
織
力
の
強

化
と
伴
走
型
支
援
に
よ
る
、
徹
底

し
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
邁

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
議
長
に
、
若
井
英
忠
富

山
市
南
商
工
会
長
を
選
出
し
て
議

案
審
議
に
入
り
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
令
和
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な

ど
７
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
決

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
新
田
八
朗
富

山
県
知
事
、
五
十
嵐
務
県
議
会
議

長
、
伊
藤
孝
邦
富
山
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
代
表
理
事
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
職
員
の

優
れ
た
経
営
支
援
事
例
に
連
合
会

長
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
た
。

【
県
連
合
会
長
表
彰
】

▼
経
営
支
援
事
例

・
谷
村　
　

渉
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

・
北
清　

俊
一
（
南
砺
市
）

・
山
本　

拓
人
（
南
砺
市
）

【
新
役
員
】
（
敬
称
略
）

会　
　
長

　

宮
本　

光
明

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

副
会
長

　

串
田　

伸
男

（
射
水
市
）

　

坂
井　

穂
悦

（
上
市
町
）

専
務
理
事

　

上
野　

和
博

（
県
連
合
会
）

理　
　
事

　

大
井　

裕
久

（
朝
日
町
）

　

藤
井　
　

開

（
入
善
町
）

　

石
田　

孝
夫

（
立
山
舟
橋
）

　

若
井　

英
忠

（
富
山
市
南
）

　

井
山　

泰
樹

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　

河
合　

幸
弘

（
富
山
市
北
）

　

上
田　

久
之

（
高
岡
市
）

　

新
明　

政
夫

（
小
矢
部
市
）

　

武
田　

武
美

（
庄
川
町
）

　

川
合　

声
一

（
南
砺
市
）

　

細
川　

和
子

（
上
市
町
）

　

中
井　

将
司

（
県
青
年
部
連
）

　

水
口　

芳
美

（
県
女
性
部
連
）

　

野
村　
　

守

（
県
商
工
同
友
会
）

監　
　
事

　

飯
田　

良
榮

（
庄
川
町
）

　

河
邊　
　

淳

（
富
山
市
八
尾
山
田
）
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こ
の
た
び
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
会
長
を
拝
命
し
ま
し

た
宮
本
光
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
年
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
28
年
も
の
間
、
本
連
合
会

を
引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ
、
ま
た
全
国
商
工
会
連
合
会
長
も
務
め

ら
れ
た
石
澤
会
長
の
後
で
あ
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
者
は
大

変
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
に
こ
そ

商
工
会
が
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
誠
心
誠
意
努
力
し
、
県
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
５
年
か
ら
28
年
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
連
合
会
長
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
に
は

絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
全
国
商
工
会
連
合
会
の
会
長
時
代
に
、
悲
願
で
あ
っ
た

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
平
成
26
年
に
成
立
し
、
小
規
模
事

業
者
に
光
が
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
持
続
化
補
助
金
な
ど
数
々

の
補
助
金
や
、
事
業
承
継
税
制
な
ど
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
県
連
合
会
や
商
工
会
は
事
業
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
型

支
援
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
私
共
の
頑
張
り
が
、

事
業
者
の
未
来
や
地
域
の
未
来
を
作
り
出
す
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
高
配
の
お
陰
で
長
い
期
間
の
会

長
職
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

県
商
工
同
友
会
（
野
村
守
会
長
）

は
５
月
25
日
、
と
や
ま
自
遊
館
に

お
い
て
、
令
和
３
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。
同
総
会
に
は
県
下

16
商
工
同
友
会
よ
り
会
員
約
50
名

が
出
席
し
た
。

　

野
村
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、

商
工
同
友
会
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
結
束
を
高
め
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
年
度
も
会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
新
井
利
弘
氏
（
南
砺
市

（
福
野
））
を
議
長
に
議
案
審
議
に
入

り
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
収
支
決
算
承
認
の
件
や
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画（
案
）、
同
収
支
予
算
書

（
案
）決
定
の
件
な
ど
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
さ
れ
た
。

　

富
山
県
商
工
同
友
会
内
の
組
織
と

し
て
、
部
員
相
互
の
研
鑽
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
商
工
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
富
山

県
商
工
会
壮
青
年
部
が
設
立
さ
れ
た
。

５
月
25
日
、
と
や
ま
自
遊
館
に
お
い

て
設
立
趣
意
書
報
告
、
令
和
３
年
度

事
業
計
画（
案
）、
収
支
予
算
書（
案
）、

富
山
県
商
工

会
壮
青
年
部

規
約
、
役
員

承
認
の
件
が

原
案
通
り
承

認
決
定
さ
れ

た
。
初
代
部
長
に
橋
本
政
勝
氏
が
就

任
さ
れ
た
。

富
山
県
商
工
会
壮
青
年
部
役
員

　

部　

長　
　

橋
本　

政
勝

　

副
部
長　
　

宮
窪　

大
作

　

副
部
長　
　

林　
　

紀
孝

　

理　

事　
　

藤
井　
　

原

　
　

〃　
　
　

春
田　

真
心

　
　

〃　
　
　

串
田　

有
弘

　
　

〃　
　
　

吉
田　

明
博

　
　

〃　
　
　

瀧
田　

孝
吉

　

監　

事　
　

笹
木　

隆
司

橋本  政勝 氏

県
商
工
同
友
会

県
商
工
同
友
会    

通
常
総
会
を

通
常
総
会
を
開
催
開
催

富
山
県
商
工
会
壮
青
年
部

富
山
県
商
工
会
壮
青
年
部

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

    

設
立
総
会
を
開
催

設
立
総
会
を
開
催

前富山県商工会連合会長

石澤  義文

宮
本
新
会
長　
就
任
ご
挨
拶
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税理士　崎 山 　強

回
5
第

一
　
は
じ
め
に

　
さ
て
も
世
は
、
戦
国
時
代
。
か
つ
て
の
つ
わ
も
の
ど
も
も
夢
破
れ
、

下
剋
上
は
当
た
り
前
、
常
識
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
久
し
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
の
進
展
で
緩
ん
だ
地
盤
に
、
コ
ロ
ナ
の
焼

夷
弾
で
社
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
焼
け
野

原
に
な
っ
て
一
変
し
た
世
界
の
景
色
の
中
で
、
私
た
ち
は
し
ぶ
と
く

生
き
延
び
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
終
回
と
な
る
本
稿
で
は
、
現
在
も
っ
と
も
流
行
し
て
い
る
商
流

を
い
く
つ
か
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、
税
務
会
計
の
見
地
か
ら
の
検
討
は

そ
こ
そ
こ
に
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
商
工
業
に
携
わ
る
方
々
に
何
か

し
ら
戦
略
的
な
ご
示
唆
を
与
え
つ
つ
、
健
闘
を
祈
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
変
遷
し
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

１
．
何
が
変
わ
っ
た
の
か

　
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
か
つ
て
の
大
量
生
産
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
ず
い
ぶ
ん
限
定
的
と
な
っ
た
。
技
術
革
新
と
流
行
り
廃
り
が
早

す
ぎ
て
、
大
量
に
作
っ
て
も
在
庫
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
カ
タ
ロ

グ
や
ら
、
広
告
や
ら
、
販
促
の
費
用
を
か
け
て
も
、
一
瞬
で
流
行
が

終
わ
っ
て
コ
ス
ト
倒
れ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
流
行
り
廃
り
が
早
い
の

は
、
情
報
が
瞬
時
に
伝
わ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
そ
れ
を
支
え
る
通
信
速
度
、

携
帯
端
末
ス
マ
ホ
の
普
及
と
高
性
能
化
、
動
画
の
充
実
し
た
情
報
量

な
ど
が
根
底
に
あ
る
。
現
在
の
状
況
で
は
、
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産

が
主
流
で
、
開
発
も
３
D
プ
リ
ン
タ
を
使
っ
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
成

な
ど
が
標
準
だ
。
金
型
を
使
用
す
る
場
合
に
も
、
耐
久
性
よ
り
も
安

価
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
金
型
が
要
求
さ
れ
る
。

　
開
発
の
手
法
も
変
わ
っ
た
。
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
現
在
で
は
、
理
論

立
て
て
上
か
ら
順
に
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
演
繹
（
え
ん
え
き
）

的
な
思
考
方
法
よ
り
も
、
と
に
か
く
試
し
に
や
っ
て
み
て
、
う
ま
く

い
く
も
の
を
探
す
と
い
う
帰
納
的
思
考
方
法
の
ほ
う
が
早
い
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
計
算
速
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
や
が
て
人
間
を
凌
駕
す

る
だ
ろ
う
。
突
き
詰
め
て
考
え
る
よ
り
も
、
組
み
合
わ
せ
を
す
べ
て

試
す
こ
と
で
、
最
速
で
最
善
の
結
論
に
た
ど
り
着
く
。
し
か
も
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
眠
ら
な
い
。
デ
ー
タ
量
も
す
で
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
大
量
な
デ
ー
タ
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を

与
え
て
や
る
こ
と
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
と
き
に
賢
者
の
よ
う
な
判
断

を
下
す
。
大
量
の
選
択
肢
か
ら
最
善
の
方
法
を
探
す
の
は
、
人
間
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
敵
わ
な
い
。

２
．
作
る
技
術
と
売
る
技
術

　
創
業
塾
な
ど
で
よ
く
お
話
し
す
る
の
だ
が
、
現
代
は
特
に
、
作
る

技
術
に
合
わ
せ
て
、
売
る
技
術
を
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い

も
の
を
作
れ
ば
何
と
か
商
売
に
な
っ
た
時
代
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

商
品
の
命
は
短
く
、
い
い
も
の
を
作
っ
て
も
す
ぐ
に
陳
腐
化
す
る
。

い
い
も
の
を
作
っ
た
ら
、
一
気
に
売
り
切
り
、
次
か
ら
次
へ
と
新
商

品
、
新
メ
ニ
ュ
ー
、
新
サ
ー
ビ
ス
を
並
行
し
て
開
発
し
続
け
る
。
そ

の
う
ち
、
定
番
商
品
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
、
安
定
し
て
大
量

生
産
路
線
に
移
行
す
る
。
大
量
生
産
も
改
善
の
手
を
緩
め
て
は
な
ら

な
い
。
日
進
月
歩
で
新
し
い
変
化
が
起
き
る
。
新
商
品
の
開
発
を
続

け
、
同
時
に
一
つ
ず
つ
定
番
商
品
を
作
っ
て
い
く
。
取
り
組
む
分
野

情
報
の
中
か
ら
、
見
た
い
人
だ
け
が
見
た
い
ペ
ー
ジ
を
検
索
す
る
の

に
役
立
つ
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
自
分
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
う

え
で
、
大
切
だ
。
小
さ
な
会
社
で
も
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

な
ど
で
統
一
感
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス

を
底
上
げ
し
て
く
れ
る
。
Ｈ
Ｐ
の
作
成
も
簡
単
に
な
っ
た
。
Ｈ
Ｐ
の

維
持
管
理
コ
ス
ト
は
、
サ
ー
バ
ー
と
ド
メ
イ
ン
だ
け
な
ら
、
年
間
２

万
円
程
度
で
済
む
。
美
し
く
作
る
な
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
頼
め
ば
よ
い

が
、
ち
ょ
っ
と
作
っ
て
販
促
を
す
る
よ
う
な
Ｈ
Ｐ
な
ら
ば
、
買
い
物

か
ご
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
も
無
料
で
つ
い
て
、
２
万
円
で
十

分
。
一
つ
と
い
わ
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
複
数
作
っ
て
み
る
と
よ
い
。

複
数
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
同
時
に
走
ら
せ
る
の
も
悪
く
は
な
い
。

三
　情
熱
を
呼
び
覚
ま
せ

　
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
だ
が
、
で

き
な
い
こ
と
は
若
い
人
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
。
苦
手
だ
か
ら
と
い
う

言
い
訳
で
、
年
と
っ
た
か
ら
と
言
い
訳
し
て
、
商
売
の
本
質
か
ら
逃

げ
て
い
な
い
か
。
い
い
も
の
を
作
る
。
作
っ
た
ら
３
か
月
く
ら
い
の

期
間
を
決
め
て
、
徹
底
的
に
売
る
。
日
々
、
な
ん
と
な
く
商
売
し
て

は
い
け
な
い
。
目
標
を
設
定
し
、
作
戦
を
考
え
、
遂
行
し
、
目
標
を

成
し
遂
げ
る
。
商
売
の
基
本
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
し
、
便
利
な
も
の
は
誰
で
も
欲
し
い
。
い

い
も
の
が
素
直
に
流
行
す
る
。
昔
に
比
べ
る
と
逆
に
や
り
や
す
く

な
っ
た
と
気
が
付
い
て
ほ
し
い
。
自
分
が
や
り
た
い
も
の
を
作
る
の

を
プ
ロ
ダ
ク
ツ
ア
ウ
ト
思
考
と
い
う
。
人
が
欲
し
い
も
の
を
作
る
の

を
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
思
考
と
い
う
。
徹
底
的
に
商
売
の
基
本
に
立
ち

戻
ろ
う
。
し
つ
こ
く
言
う
が
、
商
売
の
基
本
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
リ
ア
ル
な
看
板
や
店
舗
、
チ
ラ
シ
よ
り
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な

Ｈ
Ｐ
や
動
画
・
写
真
と
い
っ
た
素
材
か
ら
直
接
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
た
だ
け
だ
。
ま
あ
、
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
や
っ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
昔
よ
り
も
案
外
と
簡
単
・
安
価
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
き

る
こ
と
に
気
づ
く
の
に
そ
ん
な
に
時
間
は
か
か
ら
な
い
は
ず
だ
。

税
務
Ｔ
Ｉ
Ｐ
ｓ
（
最
終
回
、
潮
流
を
つ
か
め
！
）

氷見市出身　平成７年税理士試験合格
早稲田大学法学部卒業
東京大学大学院修了・CFPⓇ・法務博士・特定行政書士
平成９年より高岡市にて税理士事務所開業
海外拠点（大連・バンコク・ヤンゴン）
現在、富山県よろず支援拠点コーディネータ（兼務）

に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
れ
、
商
売
は
日
々
こ
の
よ
う
な
繰
り
返

し
の
連
続
な
の
だ
。
重
要
な
の
は
、
在
庫
を
売
り
切
る
力
だ
。
小

ロ
ッ
ト
で
も
在
庫
は
在
庫
、
資
金
の
滞
留
を
生
む
。
ひ
と
た
び
商
品

を
在
庫
と
し
た
ら
、
こ
れ
を
短
期
間
に
確
実
に
売
り
上
げ
に
変
え
る

力
が
い
か
に
重
要
か
を
今
一
度
認
識
し
て
ほ
し
い
。

３
．
販
売
手
法
①
：
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
サ
ブ
ス
ク
）

　
販
売
手
法
の
中
で
、
ト
レ
ン
ド
の
ト
ッ
プ
は
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
だ
。
古
く
は
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
で
一
世
を
風
靡
し

た
が
、
最
近
は
、
ネ
ッ
ト
で
手
軽
に
サ
ブ
ス
ク
形
態
の
販
売
に
取
り

組
ま
れ
る
方
も
か
な
り
増
え
た
。
毎
月
、
定
額
の
お
金
を
払
い
続
け

る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
続
け
る
権
利
が
継
続
す
る
と
い
う
形
態

の
も
の
だ
。
携
帯
ア
プ
リ
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
、
定
期
購
買
、
投
資

信
託
、
い
く
ら
で
も
思
い
つ
く
だ
ろ
う
。
お
花
の
サ
ブ
ス
ク
、
車
の

サ
ブ
ス
ク
、
魚
の
サ
ブ
ス
ク
、
商
品
に
つ
い
て
の
応
用
範
囲
は
広
く
、

な
ん
で
も
対
象
に
で
き
る
。
一
回
一
回
の
金
額
を
あ
る
程
度
低
く
設

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敷
居
を
低
く
見
せ
つ
つ
、
長
年
の
お
付
き
合

い
と
も
な
れ
ば
、
か
な
り
の
金
額
と
な
る
。
解
除
の
手
続
き
が
面
倒

な
こ
と
が
多
く
、
安
い
か
ら
と
放
っ
て
お
く
と
、
高
い
買
い
物
に
な

る
こ
と
も
多
い
。
買
っ
て
ば
か
り
い
な
い
で
、
売
る
方
に
な
っ
て
み

る
の
も
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

４
．
販
売
手
法
②
：
鞘
抜
き
商
売
（
フ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
）

　
自
分
に
本
体
的
な
資
格
や
技
術
が
な
く
て
も
、
流
行
り
の
分
野
で

商
売
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
紹
介
料
、

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
名
目
は
何
で
あ
れ
、
す
べ
て
コ
ン
セ

プ
ト
は
同
じ
だ
。
弁
護
士
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、
税
理
士
紹
介
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
専
門
家
紹
介
業
、
楽
天
市
場
や
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
中
古
自
動
車
の
高
価
買
取
サ
イ
ト
、U

berEA
T
S

に
代
表
さ
れ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
イ
ト
、N

etflix

な
ど
の
動
画
ア
ニ

メ
配
信
サ
イ
ト
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
マ
ク
ア
ケ
、
Ｍ
＆

Ａ
セ
ン
タ
ー
、
交
通
事
故
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
体

の
会
社
に
は
商
品
の
製
作
・
企
画
能
力
が
必
要
な
く
、
売
る
の
が
下

手
だ
け
れ
ど
も
作
る
の
が
上
手
な
人
々
を
探
し
出
し
て
、
そ
の
商
品

を
売
る
こ
と
に
特
化
す
る
。
販
売
技
術
に
長
け
た
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
お
う
。
き
っ
と
御
社
の
営
業
に
活
か
せ
る
も

の
が
あ
る
は
ず
だ
。

５
．
販
売
の
素
材
：
写
真
・
動
画
・
ア
ニ
メ
・
ネ
ッ
ト
販
売
・
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
販
売
に
よ
く
使
わ
れ
る
素
材
、
環
境
を
勉
強
し
て
お
こ
う
。
見
栄

え
に
自
信
の
あ
る
商
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
イ
ン
ス
タ
映
え
を
や
っ

て
み
よ
う
。
旅
館
や
ワ
ー
ク
マ
ン
の
よ
う
に
、
店
舗
の
中
に
イ
ン
ス

タ
ス
ポ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
ゴ
ー
プ

ロ
な
ど
、
安
価
に
４
Ｋ
動
画
が
取
れ
る
機
材
も
あ
る
。
動
画
を

Y
ouT
ube

に
載
せ
て
、
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
を
張
る
な
ん
て
い
う
の
も
今

や
普
通
に
な
っ
て
き
た
。
写
真
加
工
ソ
フ
ト
、
音
楽
作
成
ソ
フ
ト
や

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
成
ソ
フ
ト
が
２
〜
３
千
円
で
手
に
入
る
。
お
手

持
ち
の
Ｈ
Ｐ
を
楽
し
く
加
工
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？T

w
itter

に
投
稿
す
る
際
は
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
よ
う
。
膨
大
な
ネ
ッ
ト

税務編

小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする
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「
求
人
サ
イ

ト
に
、
無
料
で

広
告
を
掲
載
し

ま
せ
ん
か
？
」

と
い
う
電
話
が

か
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
人
手
不

足
」が
深
刻
化

し
て
い
る
企
業

の
中
に
は
、「
無
料
」
と
い
う

甘
い
言
葉
に
誘
わ
れ
て
、
契

約
し
て
し
ま
う
会
社
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

無
料
期
間
が
満
了
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
無
断
で
更
新
を

さ
せ
た
り
、
解
約
の
手
続
を

と
り
づ
ら
く
さ
せ
た
り
と

い
っ
た
手
口
に
よ
り
、
通
常

の
求
人
広
告
よ
り
も
更
に
高

い
「
ぼ
っ
た
く
り
」
の
費
用

を
請
求
す
る
手
口
が
横
行
し

て
い
ま
す
。

　

詐
欺
業
者
側
の
手
口
は
、

次
々
と
悪
質
化
、
巧
妙
化
し

て
お
り
、
騙
さ
れ
な
い
た
め

に
も
自
衛
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
票

を
出
し
て
い
る
会
社
を
中
心

に
営
業
を
し
て
い
る
よ
う
で
、

厚
生
労
働
省
か
ら
も
注
意
喚

起
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
料
求
人
広
告
詐
欺
の
業

者
と
戦
う
と
き
に
は
、
被
害

者
が
解
約
の
意
思
表
示
を
し

た
か
否
か
や
、
解
約
の
意
思

表
示
を
し
た
日
に
ち
が
、
訴

訟
な
ど
の
際
に
争
点
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

言
っ
た
、
言
わ
な
い
の
争

い
を
招
か
な
い

た
め
に
も
、
契

約
の
効
力
を
争

う
主
張
は
す
べ

て
、
配
達
証
明

付
き
内
容
証
明

郵
便
の
形
式
で

送
付
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

配
達
証
明
付
き
内
容
証
明

郵
便
は
、
郵
便
物
の
到
着
日

と
、
郵
便
物
の
内
容
が
記
録

さ
れ
る
郵
便
の
形
式
で
す
。

　

な
お
、
悪
質
な
業
者

は
、
契
約
書
や
申
込
書
に
あ

ら
か
じ
め
キ
ャ
ン
セ
ル
方
法

の
ル
ー
ル
を
指
定
し
て
お
き
、

「
指
定
の
方
法
に
従
わ
な
け

れ
ば
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け

付
け
な
い
」
と
主
張
し
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
併
せ
て
契
約
書
な
ど

に
記
載
さ
れ
た
業
者
指
定
の

方
法
で
も
解
約
の
意
思
表
示

を
伝
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

契
約
書
や
申
込
書
か
ら
は

会
社
名
が
わ
か
ら
な
い
場
合

や
、
匿
名
で
の
営
業
で
あ
っ

た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
内

容
証
明
郵
便
の
送
付
先
が
定

ま
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て

も
、
事
後
に
き
ち
ん
と
証
拠

に
残
せ
る
よ
う
、
メ
ー
ル
や

S
M
S
の
方
法
に
よ
っ
て
解

約
の
意
思
表
示
を
送
付
し
た

上
で
、
電
話
で
解
約
の
意
思

表
示
を
伝
え
、
そ
の
一
部
始

終
を
録
音
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
経
産
省
の
「
D
X
推
進
ガ
イ
ド
ラ　

イ
ン
」
に
お
け
る
定
義

　

経
済
産
業
省
の
「
D
X
推
進
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し

い
変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
基
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業
務

そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
企
業

文
化
・
風
土
を
変
革
し
、
競
争
上
の
優
位

性
を
確
立
す
る
こ
と
」

（
参
照
：
経
済
産
業
省
│
「
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
D
X
推
進
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）V

er. 1.0

）

　

言
い
換
え
る
と
、
「
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
よ
っ
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
製

品
を
生
み
出
し
、
企
業
活
動
や
働
き
方
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
施
策
全
般
」
と

い
っ
た
意
味
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
課
題
を

感
じ
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
将
来

を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
考
え
る
う

え
で
特
に
重
要
な
概
念
と
い
え
ま
す
。

■
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｘ

　

少
し
前
ま
で
「
I
T
化
」
と
言
わ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
い

う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
I
T
化
と
い
う

言
葉
は
、
生
産
性
向
上
、
特
に
効
率
化
や

省
力
化
の
文
脈
で
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
文
脈
に
お
け
る
I
T
化
は
、
事

業
構
造
そ
の
も
の
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に

と
ど
ま
る
こ
と
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
守

り
の
I
T
活
用
」
が
主
体
で
し
た
。
し

か
し
デ
ジ
タ
ル
化
と
言
わ
れ
る
と
き
に
は
、

「
攻
め
の
I
T
活
用
」（
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
る
価
値
創
出

や
競
争
力
向
上
）
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

創
業
し
た
ば
か
り
の
若
い
方
な
ど
は
、

最
初
か
ら
I
T
を
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
昔
か
ら
事
業
を
さ
れ
て

い
る
方
々
の
中
に
は
、
I
T
が
苦
手
、
分

か
ら
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

長
く
続
け
る
事
業
な
の
で
あ
れ
ば
、
環
境

変
化
に
対
応
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

で
し
ょ
う
。
お
客
様
も
新
た
な
顧
客
体
験

が
世
の
中
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
て

い
ま
す
か
ら
、
事
業
者
側
も
変
わ
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
高
い
価
値
を
提
供
し
続
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
お
客
様
が
、
高
い
水
準
の

顧
客
体
験
を
求
め
て
別
の
サ
ー

ビ
ス
に
乗
り
換
え
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
事
業
者

の
方
々
が
、
お
客
様
を
リ
ー
ド

し
て
新
し
い
顧
客
体
験
を
創
出

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
D
X
に

つ
い
て
も
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
み
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

と
い
え
ま
す
。

１　

事
業
活
動
の
中
で
、
お
客

様
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。
（
価
値
の
提

供
）

２　

お
客
様
の
行
動
を
観
察
し

た
り
、
意
見
を
収
集
し

た
り
し
ま
す
。
（
デ
ー

タ
の
取
得
）

３　

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
事
業
活
動
を

変
化
さ
せ
、
よ
り
高
い
価
値
を
提

供
し
ま
す
。
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）

■
Ｄ
Ｘ
の
た
め
に
活
用
で
き
る
補
助
金

I
T
導
入
補
助
金

　

I
T
導
入
補
助
金
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
等
の
み
な
さ
ま
が
自
社
の
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
I
T
ツ
ー
ル
を
導

入
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で

み
な
さ
ま
の
業
務
効
率
化
・
売
上
ア
ッ
プ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

　

自
社
の
置
か
れ
た
環
境
か
ら
強
み
・
弱

み
を
認
識
、
分
析
し
、
把
握
し
た
経
営
課

題
や
需
要
に
合
っ
た
I
T
ツ
ー
ル
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
化
・
売
上
ア
ッ

プ
と
い
っ
た
経
営
力
の
向
上
・
強
化
を

図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｘ

無料求人広告
をめぐる
トラブルに
ついて
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氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

［㈱セルフ・インプルーブ　代表取締役］

～目標管理とタイムマネジメント～
①残業をすることなく、生産性の高い仕事ができる。　②目標を持って、モチベーション高く仕事に取り組む
③計画を立てて、逆算思考で行動できる。こんな社員に変えます。

わ だ べん

コース№

� 若手社員働き方改革セミナー

各日 9：30～16：30 2日間

講師 和  田　勉

7月15日㊍・16日㊎開催日

対象者

30名定　員

6月25日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

詳しくはこちら

とやま中小企業人材育成カレッジ
（富山県商工会連合会内）

お申込み・お問い合わせ先

【開催時間】全コース原則として、9：30～16：30です。
　　　　　 （１時間の昼休みを含みます。）
【会　　場】富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1－7） 
【申し込み】Web又はFAXにて富山県商工会連合会宛へ
　　　　　  お申し込みください。 

TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
URL http://www.shokoren-toyama.or.jp 
E-mail apply-dai@shokoren-toyama.or.jp

短期コース

❶ 働き方を改革すると、どういう変化が起こるか？
❷ 時短を実現する時間の使い方
❸ 人生の計画化～人生を2倍生きるには～
❹ チーム力を上げて時間効率をはかる
❺ できる人の仕事の進め方 10大ルール
❻ 生産性を高めるタイムマネジメント
❼ 重要度と緊急度の軸を使い、課題を「見える化」する
❽ 逆算で人生を作り上げよ！　
❾ 明日からどんな行動をしますか？

受講料納入期限　7月14日㊌

オンライン同時研修（選択制） オンライン同時研修（選択制）

オンライン同時研修（選択制） オンライン同時研修（選択制）

オンライン同時研修（選択制） オンライン同時研修（選択制）

オンライン同時研修（選択制） オンライン同時研修（選択制）

大学卒業後、大手製薬メーカーで
営業を担当し、好成績を上げて会
社に貢献。その後、総合化学メー
カーに転職し、全国営業統括と社
内営業研修を任される。2013年
に同社を退職し、教育研修会社の
(株)セルフ・インプルーブを設立。
モチベーションアップ、プレゼン
テーション、営業スキルアップ、
組織の活性化などが得意分野。

氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

［(一社)中部産業連盟　コンサルタント］

品質に対する顧客満足度を高めるためには、品質の向上、改善について取り組む必要があります。本研修では
製造現場での品質管理・品質保証の考え方や手法について体系的に学ぶと共に、演習を通じて日々の品質管理
力を維持・向上させるための現場運営力を高めます。

うち やま 　  こう　じ

コース№

� 品質管理の考え方・進め方

講師 内山  幸二

入社後5年前後の若手社員

各日 9：30～16：30 2日間
10月5日㊋・6日㊌開催日

対象者 生産現場の管理者・新任管理者・従業員

30名定　員

9月17日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

❶ 品質管理・品質保証の基本的な考え方　
　  品質管理、品質保証とは何か、自社・自工程の品質管理レベルを確認する

❷ 製造現場に於ける品質管理力向上
　  演習を通じて製造現場に必要な管理を学ぶ

❸ 品質異常を全社活動で管理する
　  自動車業界で行われている生産管理を事例から品質リスクの管理方法を学ぶ

❹ 品質管理手法による品質リスク防止
　  演習を通じて品質管理手法を用いた品質リスクの封じ込めを学ぶ

受講料納入期限　10月4日㊊

大手自動車部品メーカーにて、
20年間の品質管理・品質保証業
務に従事後、中産連に入職。専門
分野は品質管理・品質保証業務全
般、品質改善支援等。これらの分
野において多数の企業のコンサル
ティング及び教育訓練に従事。

「神奈川県予防医学協会、東京都
電機健康保険組合を経て書籍・教
材販売会社に入社。その後、電器
部品メーカーや大手通信会社での
営業を経て現在は35年間の実務
経験から得た営業力に頼らない販
売戦略の構築など、経営者や企業
の強みを引き出し「小さな会社の
販売戦略」を設計する専門家とし
て活動中。

氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

［ファースト・イニシアチブ代表］

コロナ禍によって激変した世の中と顧客のニーズを捉える考え方や、自社の強みをしっかりと理解して製品開発
と販売促進を考えます。本研修を通して、製品開発のストーリーラインを学ぶとともに演習等により具体的な
【売れる視点での】製品開発力を身につけます。

ふじ もと　  たか ゆき

コース№

� コロナ時代とその後に対応する
イノベーション・新製品開発

講師 藤本  隆幸

30名定　員

7月16日㊎申込締切日

19,800円（税込）受講料

■プロフィール

❶ 分析力を身につける
　  外部環境、市場分析、ニーズ把握、自社の状況、課題グループワーク

❷ 開発力を身につける
　  自社の強み、ターゲット、ブランドイメージ、差別化、商品開発ワーク

❸ 発信力を身につける
　  コンセプト、イメージ検討、顧客接点、WEB対策、プロモーションワーク

受講料納入期限　8月3日㊋

中小企業診断士を平成27年4月に
取得。平成29年4月に開業し、中
小企業を中心とした経営支援業務
を行っている。20年にわたり勤
務してきた茨城県商工会連合会、
笠間市商工会における支援実績と
経験を活かして、幅広い業種の方
向性策定や商品開発、課題解決な
どに携わっている。

氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

［(株)フクール　代表取締役］

昨今よく聞く「DX（デジタルトランスフォーメーション）」という言葉。この言葉の本質は、単純に企業がIT化を
推進するということではありません。本講座では、この時代を生きるあらゆる企業にとって大切なDXの考え方を
理解し、組織やビジネスモデルの変革に役立つ知識を身に付けます。

ふく さき　  ひで　き

コース№

� ＤＸとは何か？を理解し、
　　　　　  企業経営に活かす

講師 福崎  秀樹

30名定　員

8月27日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

❶ DX（デジタルトランスフォーメーション）とは何か？
　  ～今までのIT活用と何が違うの？～

❷ 中小企業のDX（IoT、AI活用）事例の紹介 
　  ～自社ではどんなことが出来るのか？(対話)～

❸ DX時代の情報セキュリティ 
　  ～情報を守るということはどういったことかを考える～

❹ DXを実現する為の組織づくりおよび人財育成
　  ～人も組織も工業化社会とは違う考え方が求められる～

受講料納入期限　9月14日㊋

大学卒業後、キヤノンマーケティ
ングジャパン株式会社入社。中小
企業のIT化を促進する業務を行う。
AI・IoTクラウドサービスなどを
活用し、県内中小企業の業務改善
を促進するかたわら、子供達や若
者などの人材育成事業に力を入れ、
テクノロジーと人間の可能性が共
存する社会を目指し活躍中。

氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

［(一社)中部産業連盟　コンサルタント］

生産現場の効率化を進めていくための考え方や手法には様々なものがありますが、その多くは「５Ｓ」、「目で
見る管理」、「ＩＥ（生産工学）」などを基本にしています。本研修を通して、これらの考え方と応用方法を身
に付けます。自社・自職場における実際の管理・改善に活かしていけるよう演習や他社事例の紹介も含めて体
系的に学びます。

たか  はし　   たく   や

コース№

� 生産現場改善の進め方

講師 髙橋  拓也

30名定　員

8月6日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

❶ 現場の管理・改善の基本と着眼点
　 【演習】事例写真を通したムダの発見

❷ ５Ｓ活動の進め方
　 【演習】事例写真を通した良い点・悪い点の確認

❸ 目で見る管理の進め方
　 【演習】目的・機能の確認、管理帳票の作成

❹ ＩＥ技法の活用
　 【演習】動画を使った手法演習、ＩＥ事例研究 
❺ 【総合演習】
　   工作物を通したIE改善の実践と改善効果の検証

受講料納入期限　8月25日㊌

液晶パネル部品メーカー、大手自
動車部品メーカーで、国内・海外
組立工場の現場改善・合理化に従
事後、中産連に入職。専門分野は
製造ラインの作業改善支援、改善
担当者の育成・指導等。

氏

ね
ら
い

講
　座
　内
　容
　

(合)リレーションサポート代表  
　財務戦略パートナー/会計実務士

企業経営において、貸借対照表や損益計算書、キャッシュフロー計算表等の数値を分析し、その数値が何を意味して
いるかを理解することは、経営者・管理者にとって非常に大切であります。本研修では、事例企業の財務状況分析など、
実践的な演習を交えながら「決算書が読めない！」を解消し、自社の財務状況を把握することを目的とします。

なが  せ

コース№

�� 財務分析の考え方・進め方

講師 長瀬あさみ

30名定　員

8月13日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

❶ 決算書が読めない！を解消する（1）
　 ●会計がわからない理由　●決算書の読み方　
❷ 決算書が読めない！を解消する（2）
　 ●決算書から安全性を読み解く
❸ 決算書が読めない！を解消する（3）
　 ●決算書から収益性と効率性を読み解く
❹ 実践演習 (1)(2)
　 ●ケーススタディ（事例企業の財務状況を分析）
❺ 財務とキャッシュフロー
　 ●キャッシュフロー計算書の読み方　●決算書とキャッシュの関係
❻ ケーススタディ発表　
　  ●事例企業のグループコンサル発表

受講料納入期限　9月1日㊊

会計事務所、大企業、中小企業での会
計実務や簿記講師の経験を通じ、実践
的企業会計を体得。2015年独立。お
金の流れが見えない経営者に資金繰り
の安定を届けるパートナー型コンサル
タントとして活躍。月次決算検討会、
経営幹部ミーティング支援、資金繰り
表作成、部門別会計導入などを通して
経営者に的確な業績情報を届けられる
社内環境づくりと業績向上をサポート。

氏

講
　座
　内
　容
　

［日本営業ツール研究所 代表］

ね
ら
い

今日の経済環境において一定の売り上げ高を確保していくためには、新規顧客へも積極的にアプローチして商
談成立を実現していかなければなりません。本研修では、その“新規顧客開拓”で成果をあげるために工夫され
た営業手法を学び、これを戦略的に組織で実現するためのステップを理解した上で、自社用の戦略的営業ツー
ルを検討、作成していただきます。

よし  み　　  のり かず

コース№

�� 成果を出す新規顧客開拓

講師 吉見  範一

30名定　員

9月10日㊎申込締切日

13,200円（税込）受講料

■プロフィール

❶ 顧客から選ばれるための仕組みとは　

❷ ステージ別顧客への対応の仕方 

❸ 新規顧客との商談成立を実現するためのツール 

❹ 自社の営業ツール検討と作成

受講料納入期限　9月27日㊊

長期コースと合同開催

各日 9：30～16：30 3日間
8月4日㊌・5日㊍・6日㊎開催日

対象者 生産現場の管理者・新任管理者・従業員

各日 9：30～16：30 2日間
9月2日㊍・3日㊎開催日

対象者 総務・経理・経営管理に携わる方

各日 9：30～16：30 2日間
8月26日㊍・27日㊎開催日

対象者 生産現場の管理者・新任管理者・従業員

各日 9：30～16：30 2日間
9月28日㊋・29日㊌開催日

対象者 営業部門の管理者・新任管理者・リーダー・営業社員

各日 9：30～16：30 2日間
9月15日㊌・16日㊍開催日

対象者 管理者・新任管理者・従業員
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イベント名 開催日 お問合せ先
なりひら風の市 7月10日（土） 富山市八尾山田商工会

小矢部市商工会津沢支所阿曾の市 7月10日（土）

076-455-3181

0766-61-2356

ふれあい青空市「やまだの案山子」 7月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」 076-457-2333

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 7月のイベント

外国人技能実習生向け 技能向上講習のご案内
　外国人技能実習制度改正による実習期間の延長や
在留資格「特定技能」への技能実習後の移行が可能
となったことにより、今後、県内技能実習生の増加
や滞在期間の長期化が見込まれます。そこで県では、
県内で働く外国人技能実習生に、より高い技術を身
に付けていただき、長期間活躍してもらうため、技
能検定３級及び２級資格取得のための技能向上講習
を実施します。

・対　　象：外国人技能実習生及び技能実習生への
指導を行う技能実習指導員

・実施予定：３級・２級ともに随時実施 
・受講期間：３級：１日間（６時間／日）
　　　　　　２級：３日間（６時間／日）
・定　　員：５名／コース

【過去の実施職種】
射出成形、配電盤・制御盤組み立て、工業包装、家
具製作、金属プレス加工、鉄筋施工、左官等
※このほかにも、実施可能な職種がございます。
　職種や実施時期、お申し込み方法などの詳細につ
きましては、下記お問い合わせ先までご相談くだ
さい。

■お問い合わせ先

富山県　労働政策課
TEL 076-444-4558　FAX 076-444-4405

　富山県では、新型コロナウイルス感染症の影響により離職を余儀なく
された方の早期の再就職支援を目的に、県内中小企業事業主が国のトラ
イアル雇用助成金（新型コロナウイルス感染症対応（短期間）トライアル
コース）の対象事業者として、新型コロナウイルス感染症の影響による離
職者を一定期間試行雇用し、引き続き正規雇用が実現した場合に正規雇
用助成金を交付します。

■お問い合わせ先

富山県人材活躍推進センター地域活性化雇用創造プロジェクト担当
TEL076-411-9169  FAX076-482-3421 URL:https//job-suishin.jp

コロナ離職者再就職支援事業助成金

正 規 雇 用
（無期雇用契約）

トライアル雇用
（原則3カ月）

正規雇用助成金申請 最大15万円/1人：1事業主3人まで
（正規雇用後の１月あたりの人件費及び社会保険料事業主負担分の１/２）

トライアル雇用求人を提出（各ハローワーク）

コロナ離職者を有期雇用で雇入れる（原則3カ月）

トライアル雇用助成金申請（富山労働局）
最大4万円/月 又は 最大2.5万円/月（短時間）

ハローワーク・労働局

富山県人材活躍推進センター

正規雇用

事業
イメージ

富山県商工会連合会では、中小・小規模事業者から
の経営相談の対応を行う専門相談員を設置し事業
者の支援体制の強化を図ります。

■コロナ対策を含めた支援制度等を事業者へ周知し、それ
ぞれの相談案件に適した制度を活用していただく事を目
的とします。
■中小・小規模事業者が抱える専門的、多岐にわたる経営
課題に専門相談員が対応します。
■相談方法　来会、電話、Zoom

【税理士】
　菅原  昌仁 氏〔創業・事業承継・財務会計等〕
【中小企業診断士】　
　丸亀 　 徹 氏〔経営一般・事業計画策定・補助金活用支援等〕
【社会保険労務士】　
　友澤  景子 氏〔労務関係・助成金活用等〕

コロナ対策経営相談
窓口体制強化事業

お気軽に
ご相談
ください。

窓口相談日（富山県商工会連合会）

菅原  昌仁 氏 丸亀 　 徹 氏

6/3㈭・6/17㈭6月 6/8㈫・6/15㈫
13：00～17：00 13：00～17：00

7/1㈭・7/15㈭7月 7/13㈫・7/20㈫

友澤  景子 氏

ー
13：00～17：00

7/14㈬

相談無料 事前予約制  お近くの商工会にお申込みください

　県商工会連合会では、県下商工会地区の小規模企業者等の
金融に関する実態や動向を把握し、小規模企業金融の円滑化の

促進を目的に、金融実態調査を毎年実施しています。営業状況や金融機関との取引状況など、令和3年7月1日現在の状況につ
いて回答していただきます。各商工会の経営指導員より調査の依頼がありましたらご協力をお願いいたします。

金融実態調査にご協力お願いいたします！
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ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するための

企業の思い切った事業再構築を支援
（令和2年度3次補正予算　中小企業等事業再構築促進事業）

１．2020年10月以降の連続する６か月間のうち、任意の３か月の合計売上高が、コロナ以前（2019年又は
　　2020年1～3月）の同３か月の合計売上高と比較して10％以上減少している。
２．事事業計画を認定経営革新等支援機関や金融機関と策定し、一体となって事業再構築に取り組む。
３．補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均3.0%（一部5.0％）以上増加、又は従業員一人当たり
　　付加価値額の年率平均3.0%（一部5.0％）以上増加の達成。

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編又はこれらの取組を通じた規模の拡大等、思い
切った事業再構築に意欲を有する、以下の要件をすべて満たす中小企業等の挑戦を支援します！

通常枠 　補助額  100万円～6,000万円　　補助率 ２/３
卒業枠*　補助額  6,000万円超～1億円　　補助率 ２/３
*卒業枠：400社限定。事業計画期間内に、①組織再編、②新規設備投資、③グローバル展開のいずれかにより、
  　　　  資本金又は従業員を増やし、中小企業者等から中堅・大企業等へ成長する事業者向けの特別枠。
※中小企業の範囲については、中小企業基本法と同様。

通常枠

グローバルＶ字回復枠** 補助額  8,000万円超～１億円　補助率 １/２
**グローバルV字回復枠：100社限定。大きな成長を目指す中堅企業向けの特別枠。

中
小
企
業

中
堅
企
業

補助率　中小企業３/４
　　　　中堅企業２/３

補助額　従業員数 ５人以下：100万円～500万円
　　　　従業員数 ６～20人：100万円～1,000万円
　　　　従業員数 21人以上：100万円～1,500万円

緊急事態宣言特別枠 上記１.～３.の要件を満たし、かつ緊急事態宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急の
外出・移動の自粛等により影響を受けたことにより、令和３年１～５月のいずれかの
月の売上高が対前年または前々年の同月比で30%以上減少していること。

事業再構築補助金
事務局HP

対 象

補助額  100万円～8,000万円
補助率  １/２（4,000万円超は１/３）

事業の再構築に挑戦する皆様へ

国産農林水産物等販路多様化緊急対策事業
民間団体等（事業実施者）
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、「価格、在庫量、販売額又
は販売量が2割以下低下又は増加した国産農林水産物等」（「対象農林水産
物等」。品目限定なし）を活用した以下の４つの取り組みを支援します。

・事業実施者は、販路多様化等に資する新たな取組を実施することとします。

農林水産省

補助事務局
（事業実施主体）
・事業実施者の募集
・審査・交付事務
・事業内容の周知

補助金

公募期間　令和３年５月14日（金）～６月22日（火）
採択通知・割当内示時期：令和３年7月上旬
事業実施期間：令和３年7月中旬（交付決定後）～同年９月30日（木）
※今後の申請状況や社会情勢等を踏まえ、日程は変更される事がございます。

販路多様化事務局ウェブサイト
https://hanrotayouka.jp
事務局お問合せ先
TEL：0570-030525　info@hanrotayouka.jp

（令和3年5月14日）

インターネット販売 テイクアウト、デリバリー等の活用

創意工夫による多様な販路の確率

1

3 学校給食、子ども食堂等への食材提供

2

4

■ 公募締切り　7月2日（金）　※令和3年度はさらに3回程度実施する予定です。　


